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４月からは

各小学校へ

お別れ会

一年間。ともに 遊び ，ともに学んだ森江野幼稚圃

の園児23名は ，4月からは一年生とし て，森江野小・

大木戸小・大枝小の3 つの小学校にそれぞれ入学し

ま■ 。３月４日には「お別れ会」を開き ，なかよく

過ごしたこれまでを振り返り 。思いでの1 ページを

心に刻みまし た。舂を迎える３月は 。別れの季節で

もあります。



介
護
保
険
４
月
ス
タ
ー
ト

町
保
健
福
祉
事
業
も
充
実

介
護
保
険
制
度
が
、
い
よ

い
よ
四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
町
で
は
「
第

二
次
国
見
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
国
見
町
介
趣
保
険
事
業
計
画
」
の
策
定
を
進
め
な
が

ら
、
円
滑
な
介
護
保
険
制
度
の
導
入
と
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
た
町
保
健
福
祉
事
業
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

今
回
は
平
成
十
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
、
介
護
保
険
制
度
と
、
そ
の
保
険
対
象
外
と
し
て

町
で
実
施
す
る
保
健
福
祉
事
業
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

国
見
町
で
は
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き

る
健
康
で
安
心
の
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
ま
り
ま
す
。

介護保険制度のあらまし

介護保険制度は、40歳以上の全国民が

毎月の保険料を納めて、寝たきりや痴ほ

うなどで介護が必要になったときに、各

種サービ スをその保険を利用して受けら

れる制度をいいます。

この保険では、◆65歳以上の人（第１

号被保険者）は原因はどうで面れ、日常

生活で介護や支援が必要であると判断さ

れれば、サービスを受けることができま

す。◆40歳から65歳までの人（第２号被

保険者）がサービスを受ける場合は、痴

ほうや脳血管障害などといった「老化に

伴う疾病」が原因であることを条件とし

ています。

介護保険は。利用にあたり申請が必要

なことや、介護の必要度を６段階で認定

を受けるなどの要件があります。

保
険
料
の
基
準
月
額
は
１
、８
０
０
円

平
成
十
二
年
度
か
ら
十
四
年
度
ま

で
の
三
年
問
に
ど
の
く
ら
い
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
か
。
ま
た
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
に
は
三

年
間
に
ど
の
く
ら
い
の
費
用
が
必

要
と
な
る
か
。
様
々
な
デ
ー
タ
を

分
析
し
、
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ

い
て
算
出
さ
れ
た
の
が
、
六
十
五

歳
以
匕
の
高
齢
者
（
第
一
号
被
保

険
者
）
の
保
険
料
で
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
委

員
会
の
審
議
。
介
護
保
険
運
営
協

議
会
の
答
申
、
そ
し
て
、
議
会
の

議
決
を
経
て
、
国
兄
町
の
六
十
五

歳
以
1
1の
高
齢
者
の
保
険
料
は
、

基
準
月
額
千
八
百
円
、
年
額
で
二
万

千
六
百
円
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
は
、
本
人
及
び
家
族
の
所

得
に
応
じ
て
５
段
階
に
な
り
ま
す
。

65歳以上の方の保険料

１
勇

�

生活保護受松者、老齢福祉年金受給者
で世帯全員が町民税非課税
基準額×0.5　　　 年額10. 円

�皀帯全貫が町民税非課税
騙準飢×0.　　　 年額16.28円

冨零顔を
支払う方 �

本人が 民 税非課税
越準額　　　　　 年額 2 6 円

割り増
し

の保餤科
を古乱う
方 �

本人が町艮税課税で所得が2a)万未満
觴準額 x l.　　　 年皿27,0(X)円

�本人力噂I尺税課晩で所榔が2肭万以上
心準額×1.5　　　 年爾3 48 円

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ま
で
の
手
順

日

常

生

活

に

お

い

て

介

護

や

支

援

が

必

要

に

な

つ

た

ら

●
6
5
歳
以
上
の

方
（
第
Ｉ
号
被
保
険
者
）
で
、
寝
た
き
り

や
痴
ほ
う
、
虚
弱
な
ど
で
入
浴
、
排
泄
．
食

事
な
ど
の
日

常
生
活
に
お
い
て
介
護
や
支
援
か
必
要
な
方

●
4
0
歳
以
上
6
5
纔
未
満
の
方
（
第
２
弓
被
俣
険
者
）
で
、

老
化
が
原
因
と
さ
れ
る
特
足
疾
病
に
よ
り
、
介
護
が
必
要

萼
方

要

介
護

認

定

の
申

請

が
必

要

で

す

。

●
介
護
や
日
常
生
活
に
支
緩
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
認
定
（
興
介
鰻
認
定
）
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
本
人
か
覃
族
が
町
保
健
福
祉
課
へ
甲
誦
し
ま
す
。

介
護
が
必
要
な
状
況
か
調

査

認
定
調
査

町

が
｛
９
つ

ほ

か

、
社

会

福

祉

協

舉

会

．

在

宅

介

護

支

援

セ
ン

タ

ー

ヘ

委

託
し

て

行

い

ま

す

●

調

査

員

が

家

庭

等

を

訪

問

し

、

本

人

の

心

身

の

状

況

に

つ

い

て

、

令
Ｉ

｀
共

通

の

調

査

票

に

駱
　
０
調

査

し

、

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

に

よ

る

判

定

を

行

い

ま

す

。

申請が
必要な方

申請調査

医師の意見墮



保
険
料
の
納
め
方
は

6
5歳
以

上

の

方

（
第
一
号
被
保
険
者
）

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
場
合
は
、
年
金

の
年
額
が
十
八
万
円
以
上
の
方
は
、
年
金
か
ら

天
引
き
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
の
年
額
が
十

八
万
円
未
滴
の
方
は
、
個
別
徴
収
と

な
り
、
七
月
か
ら
二
月
ま
で
の
毎
月
八
回
（
十
二
年
度
は
十
月
か

ら
二
月
ま
で
の
毎
月
五
回
）
に
分
け
て
、
口
座
振
込
み
等
に
よ
り
、

町
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

1
2年
度
の
納
入
額
は
４
分
の
１

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
導
入
の
た
め
、
国
は
特
別
対
策
を
講

じ
ま
す
。

十
二
年
四
月
よ
り
、
六
十
五
厳
以
上
の
保
険
料
を
九
月
ま
で
の

半
年
間
は
徴
収
し
な
い
。
ま
た
。
そ
の
後
十
月
か
ら

。
年
間
は
、

保
険
料
を
二
分
の
一
に
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

町
で
も
。
こ
の
高
齢
者
特
別
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成
十

二
年
度
の
高
齢
者
の
保
険
料
は
、
年
額
の
四
分
の
一
。
平
成
十
三

年
度
の
高
齢
者
の
保
険
料
は
、
四
分
の
三
の
額
に
な
り
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は

費
用
の
一
割
負
担
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
一
割
を
支

払
い
ま
す
。
ま
た
。
施
般
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、

一
割
負
担
の
ほ
か
に
食
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

負
担
額
が
高
額
に
な
つ
た
ら

利
用
者
負
担
が
著

し
く
商
額
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
上
限
が

あ
り
、
こ
れ
を
超
え

た
分
に
つ
い
て
、
申

請
に
よ

り
あ
と
で
町

か
ら
商
額
介
枝
サ
ー

ビ
ス
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

利 用者負担の上限

区　　 分 負担 上 限

'ﾄﾞ記以外 .  円

町尺税井踝税皀帯 a,ax)円

老帥福忙年金受給者専 15,(XX)円

4
0歳
以
上
6
5歳
未
満
の
方
（
第
二
号
被
保
険
者
）

保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に

よ
っ
て
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
算
定
方
式
に

基
づ
い
て
算
定
さ
れ
、
現
在
支
払
っ
て
い
る

医
療
保
険
料
と
一
括
し
て
納
め
て

い
た
だ
き

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
保
険
料
は
、
所
得
割
率
。
資
産
割

率
、
お
よ
び
被
保
険
者
均
等
割
額
、
世
帯
別
平
等
剛
額
を
設
定

し
算
定
し
ま
す
。
国
保
加
入
者
の
十
一
一
年
度
の
保
険
料
月
額
は
。

一
人
ｆ
均
千
三
百
円
と
な
り
、
国
民
健
康
保
険
税
と
一
括
し
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

サービスの利用
利用される
サービスは
５ページＣ

衰のとおり

一割の負担でサービ スが利 用できま す。

●認定がなさ れると 、すぐ

に介牘支援尋門 臟（ケアマ

ネジャー） が、本 人や家庭
の希望を聞き サービ ス（内

容は５ページＣ表）を組み合

り せて、介護 サービ ス計画
を作ります。

介 護 サ ー ビ ス

計 画 の 策 定

(社協･ 在介等)

介護度区分及び利 用限度額

要 介 護 價
利用限度額

(月額)

萋支 樫 （籵 会鉤 謇援 ）　61. ５００

要 介躙 １（留 分的 介・165

饗 介護 ２（蘇 席の 介護 ） １９４.８００

要 介護 ３（中 程度 の介 護 ）２６７.５００

要 介霞41 ● 席の 介護86.

斐 介護5  (  置 度の 介霞358  ･

要支援･ 要介護

認 定

認定を受けても

家族介護窓労金

など５ページＤ

表の支援、Ａ表
の○の事業が受

けられます。

審査判定

自立

(非該当)保健福祉事業

●介膕保険による サービスは受けれませんが。

４ページのＡ瞿町の保健柵祉事業により対応します。

介
護
認

定
審

査
会
（
三
町
で
設
置
）

ど
の
く
ら
い
の
介
護
が
必
要
か
審
査
。

●
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

判
定
結
果
や
主
治
医
の
意
見

書
な
ど
を
も
と
に
介
護
認
定

審
豆
会
で
介
護
や
日

常
生
活

に
支
援
か
必
要
な
状
態
か
ど

う
か
ど
の
く
ら
い
の
介
護
を

訊
餮

な
ｔ
Ｑ
か

９
界
膾
簷
｀
。

第
２
号
被
保
険
一

に
つ
い
て

は
老
化
に
よ
る
も
の
か
に
つ

い
て
審
査
判
定
さ
れ
ま
す
。



国見町介護保険事業及び保健福祉事業

新
た
な
町
保
健
福
祉
事
業
を
展
開

介
護
保
険
と
両
輪
で
推
進

介
護
保
険
制
度
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
要
介
護
・

要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
方
の
み
で
す
。

こ
の
た
め
町
で
は
自
立
と
認
定
さ
れ
た

方
や

Ｉ
人
暮
し
商
齢
者
な
ど
で
、
何
ら

か
の
支
綴
が
必
川
な
方
を
対
象
に
国
、

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
保
健
福
祉
嘔

巣
を
実
施
し
ま
す
。

保
健
福
祉
事
業
は
、
上
記
の
Ａ
表
に

あ
る
よ
う
に
、
生
き
が
い
活
助
支
援
通

所
事
業
や
軽
度
生
活
援
助
事
業
な
ど
が

あ
り
、
ま
た
、
要
介
護
者
や
家
族
介
護

者
に
は
、
Ｄ
表
に
あ
る
よ
う
に
、
低
所

綿
者
へ
の
利
用
助
成
や
家
族
介
護
慰
労

金
支
給
事
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
国
県
の
施
策
に
加
え
、
町
が

独
自
に
導
入
す
る
嘔
業
等
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

介
護
保
険
の
導
入
と
と
も
に
、
町
保

健
福
祉
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

両
輪
で
高
齢
者
禍
祉
サ
ー
ビ
ス
を
推
進

し
、
更
に
充
実
し
た
も
の
へ
と
努
め
て

参
り
ま
す
。

保
健
福
祉
事
業
の
概
要

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
主
な
も
の

○

自
立
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
事
業
・：
虚
弱
な
ど
の
身
体
上
又

は
納
神
上
の
障
客
の
あ
る
高
齢
者
に

対
し
、
家
事
援
助
を
中
心
と
し
た
サ

ー
ビ
ス
で
す
。

○

軽
度
生
活
援
助
事
業
…
軽
易
な

日
常
生
活
上
の
援
助
を
行
い
、
自
立

し
た
生
活
の
継
続
を
可
能
に
し
ま
す
。

○

生
き

が
い
活
励
支
援
通
所
事
業

…
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
船
者

に
対
し
て
、
日
常
助
作
訓
練
か
ら
趣

味
活
動
等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。

○

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
・：
移
送
用

車
両
に
よ
り
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
等
の
送
迎
を
行
い
ま
す
。

新たに生 きがい活動支援適所事業として運當

されるこ とにな る、デ イサービス事業

(B 表)現行保健福祉サービス

居宅サービス

ホームヘルプサービス事業

ショートステイ事業

デイサービス事業

入浴サービス攀藥

日常生活用具給付事業

訪問看護

保健サービス

訪問医原

訪問指導

厩能馴練

施設サービス

特別養霞老人ホーム

老人保健施設

養護老人ホーム

その他のサービス

紙おむつ給付事業　(

寝たきり半年以上．月5.000 円分相当、補助)

介護者慰労金贈呈事集　(

寝たきり半年以上、年額20  00 円、町単)

寝たきり一人暮らし老人見興金　(

寝たきり年8.000 円､一人髫らし年5. OOO円､町単)

寝貝吃燥事業　(

寝たきり一人暮らし老人対象．年2回実施．補助)

(A表)町で行う保健福祉事業

ｏ軽度生活援助事業　　　　　　 （新規）

目立支援ホームヘルプサービス事業 （新規）

生活支援ショートステイ事業　　 （新規）

ｏ外出支援サービス　　　　　　 （新規）

生きがい活動支援通所事業　　　 （新規）

老人日常生活用貝給付等事業

配食サービス事藁　　　　　　 （新規）

高齢者共同生活支援事業　　　　 （新規）

ｏ寝具洗濯乾燥消毒サービス事業

住宅改修指導事業　　　　　　 （新規）

転倒予防敦室　　　　　　　　 （新規）

訪問医療

防問指導

機能馴練

○訪問理美容サービス事業［予定］ （新規）

痴呆予防・介護予防教室　　　　 （新規）

高齢者食生活改善事業　　　　　 （新規）

家族介護敦室　　　　　　　　 （新規）

家族介護者交流事業　　　　　　 （新規）

家族介護ヘルパー受講支援事業　 （新規）

餮護老人ホーム

(Ｏ印の事業については､蠻支援･妻介塵の方も利用できます.)



平成12年度以降の

(C 表)介護保険で受けるサービス

1’ 居宅サービス　ト

訪問介護（ホームヘルパー）

短期入所生活介護（ショートステイ）

通所介護（ディサービス痴呆型）

訪問入浴介護

福祉用具貸与

防問着護

居宅療養管理指導（医師等による管理指導）

短期入所療養介護

訪問リハビリテーション

通所リハビリテーション

痴呆対応型共岡生活介護

特定施設入所者生活介護

居宅介護住宅改修

居宅介護支援

施設サービス

介髄老人福祉施設（特薑ホーム）

介護老人保健施設（老人保健施設）

介護療養型医療施設（療養型病床群等）

（Ｄ表）要介護者等に対する支援等

家族介護用品の支給（紙おむつ等の支給）（柵助）

家族介慶慰労事業（慰労金の贈呈） （町単）

家族介膤戳労金（10万円支給） （補助）　

（介膊度4・5、低所得者、1年間サービス利用無）

訪問入浴介護利用者負担金助成 （町単）

施行時のホームヘルプサービス利用者に対す鰹過措

置 （補助）

障客者ホームヘルプサービス利用者に対する経過措

置 （禰助）

社会福祉法人による生計困難軅に対する利用者負担

の減免に対する助成（ 補助）

要
介
護
者
等
に

対
す
る
支
援

Ｏ
家
族
介
護
慰
労
事
業
（
慰
労
金
の
贈
呈
）

・：
皿
度
の
在
宅
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
へ
慰
労
金
十
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

○
訪
問
入
浴
介
護
利
用
者
負
担
金
助
成
…

訪
問
入
浴
介
護
を
利
用
し
た
要
介
護
高
齢

者
に
つ
い
て
、
毎
月
一
回
目
の
利
用
者
負

担
金
を
助
成
し
ま
す
。

○
施
行
時
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
に
対
す
る
経
過
措
置
・：
低
所
紬
世
帯

で
、
訪
問
介
護
を
利
用
し
て
い
た
高
齢
者

に
つ
い
て
。
利
用
者
負
担
を
当
面
三
％
と

し
ま
す
。

要
介
護
認
定
申
請
は

お
済
で
す
か

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す

る
場
合
は
要
介
護
認
定
の
申
請
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
の
受
付

は
昨
年
の
十
月
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
。

二
月
末
ま
で
に
一
八
七
件
の
申
甜
が

あ
り
ま
し
た
。
申
請
は
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま

す
の
で
、
保

健
福
祉
課
に

早
め
に
申
蘭

し
て
く
だ
さ

い
。

ケ
ア

プ
ラ

ン
作

成
を

お
忘
れ
な
く

要
介
護
認
定
の
申
謂
を
行
っ
た
方

に
は
認
定
結
果
の
通
知
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
通
知
が
届
い
た
ら
、
利
川

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
を
立
て
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
針
両
を
居
宅

サ
ー
ビ
ス
針
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
と

い
い
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
自
分
で
作

る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
事
業
者
に

依
頼
（
作
成
は
無
料
）
し
て
作
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
事
業
者
は
在
宅
介
護
支
援
事
業

者
と
い
い
、
町
内
で
は
次
の
事
業
者

に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
見
町
内
の
事
業
者

一
社
会
福
祉
法
人
　
国
見
町
社
会
福

祉
協
議
会
居
宅
介
護
支
援
事
菜
所

’‥（
５
８
５
）
3
4
0
3

一
Ｍ
見
町
在
宅
介
護
支
扱
セ
ン
タ
ー

ｎ
（
５
８
５
）
2
3
3
1

介護保険証を交付します

次に該当する方へ､3月下旬に介護保険

の保険皿をお届けします。

･･対 象

①４月１日現在で65腹以上の方全目

②40歳以上65歳未満で要介護認定の申請

をした方

＊５月２日以降に65歳になる方について

は随時送付します。また、交付対象者で

要介護認定の申綢をしている方は，

昭定結集通知書と一相にお膕けし

ます．

黔保 険証 を 使用す るとき

①瞿介腰認定の申請をするとき

②居宅サービス計画の作成を串業

者に依顛するとき

③介護サービスを利用するとき

④保険給付の支給申脳をするとき

⑤保険料や利用料の減免を申 鴟す

るとき

＊介護保険証は個人ごと1こ交付し

ます。万が一、届いた保険証の内

容に違いがあったときは、保健襴

祉膜ｉ で申し出て下さい。

介護保険制度及び保健福祉事業

についての問い合わせは

保 健 福 祉 課 福 祉 係 ま で

｡。 霖 。585  ｰ  2793 パ



県
の

事
務

1
2分
野
で
町
に
移
譲

地
方
分
権
推
進
一
括
法
案
が
昨
年
七
月
に
成

立
し
、
今
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
こ
れ
ま
で
国
が
行
っ
て
き
た
業
務

や
権
限
の
一
部
が
県
へ
、
県
の
嘔
務
の
一
部
が

町
へ
移
管
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
市
町
村
・
県
の
仕
事
の
多
く
は
、

国
が
細
か
く
定
め
た
計
画
や
制
度
の
枠
組
み
の

中
で
、
国
の
関
与
を
受
け
な
が
ら
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
町
村
・
県
は
、
地

城
の
特
性
を
活
か
し
た
独
自
の
事
業
を
行
う
こ

と
が
難
し
く
、
全
国
同
じ
よ
う
な
事
業
が
上
で

し
た
。

し
か
し
。
国
民
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
現

在
、
国
か
ら
地
方
に
権
限
を
移
し
。
県
や
町
が

自
主
的
・
自
政
的
に
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

行
政
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
変
え
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
が
、
地
方
分
権
で
す
。

町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
県
で
行
っ
て

い

た
左
表
の
事
務
が
県
よ
り
移
譲
さ
れ
、
今
後
町

で
事
務
を
執
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

みんなで進める地方分権

町に移管される主な事務

事務の概要 � 今までとの変更点 �担当課

○犬の登録・鑑札の交付・注射
禀の交付 �

・巾鯖窓口が町となり．町の籾断で

迅速に事務が行われます， �
住民踈

○浄化槽設置届、浄化哨使用開
始報告書等の提出に闥する箏隋 �

・浄化槽設置届等は町に提出するこ

とになります． �
仕民縻

○身体障害兄にかかる崘餓只の
交付及び臘度心身仰仰児・畑的
障宵児にかかる日常生活川具の
齢付毎 �

・巾綿窓口が町となり、町の判断で
迅速に事務が行われます． �

保 健
櫑阯踝

○
皿度知的障害者にかかる日爾

生活用品の給付等に圜する事務 �
・巾鯖窓口が町となり、町の籾噺で
迅速に事務が行われます． �

保 健
櫑阯皹

〇遊休.1:地の打効利川に闃する
嘔務 �

・遊休土地の有効活用について．埴
域の実愉が反映されやすくなります．�

企 由
商工課

○伝統11輿品への指定巾し出を
受け、通府度業大臣に愈達する
等の事務 �

・伝統ll芸品の指定申請が町の窓口
となります． �

企 １
商ｒ課

○鳥獣保護及び狩猟に闃するこ
と �

・町害鳥献駆鰍の一部鳥獣飼輿、ヤ
マドリ販売について．これまで県で
許可していたものが町となり．迅速
に対応できます． �

農林課

○害虫等皿除及び予防のため他
人のjこ地への立ち入り許可 �

・これまで県へ申詞していたものが、
町になります． �農

林輿

○域外広告勧の許可等申脯に闃
する事務 �

・町内に広告初を設置する鳩合は．
申謗窓口と井可が町になります． �

都 市
整備課

○優良住宅腿定に闃する喞昂 �
・租税特別措皿法に基づく優良住宅
腮定巾甜先が面積に闇わらず．全て
町となります， �

祁 西
整備踝

○路外駐寥場の設置柚l出に闇す
る嚊務 �

町゚内に路外駐瞋塲を設Ｉする場合
は，巾綿皐口が町になります． �

都 市
整備踝

○都市緑地保全地区内における
建塾等許可申綿に闃する嘔務 �●

申請窓口が町になります， �
都 心
整備踝

★間 い合わせ

地方分権全般については総務皿庶務係(  ｰ 2112  ) まで

上紀の移管される各搴務については、それぞれ橙当課まで

地方分権とは
地域のことは､地域自らが決める。

Ｑ「地方 分権という言葉を最近よく聞くけど、どうい う

こ となの ？どうせ、国と地 方のお役所どうしの話だろ

う から、い まひとつ必要性が感じられないな」

Ａ 「自 分たちの住んでい る地域のことは、自分たちで決

め られる仕組みにし ていこ う、ということ

よ。い ま日本が抱えている 色々な問題を解

決 する ためには 地方分権 を進 めるこ とが

行効な 方法に違いないわ｡ｊ

地方分権でどう変わるの

① 住 民 を 基 本 と し た 行 政 の 実 現

町 や県の権限が増えること から、行政に住

民の皆さんの声を一層反映し やすくなり、皆

さんの知恵や創意工夫を活かした地 域づくり

ができるようになります。

② 地 域 の 実 状 に あ っ た 行 政 の 実 現

町 や県が、自ら企画・立案・処理できるよ

う になるので。地域の実状にあ ったきめ 細か

い行政サービスが提供できるよ うになり ます。

③ 迅 速 で 効 率 的 な 行 政 の 実 現

町や県が、自らの判断と責圧で事勧を 行う

こと ができるようになるので、行政の効率化

が図ら れ、 住民の要望に素早く、柔軟に対応

できるようになります。



新国見町行財政改革大綱の見直し

国による「地方自治・新時代に対応した地方公共団体の行政改革推進のための指針」

が示されたことを受け、町では新国見町行財政改革大綱（平成８年２月策定）の見直し

を行いましたので、その概要をお知らせい たします。

行財政改革の具体的方策

１　 事務 事業 の整理 合 理化

整理合理化と個別業務の見直しの徹底

２　 住民 を基 本と した 開か れた町 政の 推進

各種委員会・蕃議会の有効活用。広報活動・町政

懇談会の充実。

３　 民間 活力 の活 用

民間部門に対する育成及び支援、民間委託の推進。

４　 行政 サ ービス向 上 等の事 務の 改善

ＯＡ化の 促進による申請事務手続きの迅速化と簡

素・合理化。情報公開制度の整備。

５　 行政 情 報化の 推進

事務の電算化と行政情報化の積極的推進

６　 組 織機構 の簡 素合理 化

スクラップ・アンド・ビルドの徹底、既存相織機

構の見直し。

７　 定員 管理 及び給 与の 滴iF 化

類似団体と比較判断での増貝の抑制 一定貝管理の

酒正化。制度及び条例に基づく適正な給与秩序の維

持。

定員管理酒正化計画における平成12年度定員は120

名とする。

８　 職員 の能 力開 発の推 進

職員研修の充実強化・自己開発の促進・専門職の

確保。

９　 財政 の健 全化

経費全般の徹底的な見直しと予算の厳正な執行。

自主財源の確保と自主的かつ計画的な財政構造の改

善。

10公 共施 設の 設置及 び 管理運 営の 合理化

有効活用と効率的、効果的な連宮。

11　 公共 工事

適切な設計単価・予定価格の設定等によるコスト

縮減。入札・契約手続きの透明性。公平性の確保。

行
財
政
改
革
の

基
本
方
針

一
　
地
方
分
権
・
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
た
行
財
政
体
制
の
確
立

分
権
の
担
い
手
と
し
て
、
町
の
体

制
整
備
、
政
策
形
成
、
遂
行
能
力
、

地
域
の
自
主
性
・
主
体
性
を
高
め
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
体
制
を
硫

皀
す
る
。

二
　
住
民
・
民
間
部
門
と
の
連
携
強

化
の
推
進

住
民
・
各
種
団
体
・
民
間
企
業
と

の
強
固
な
関
係
の
構
築
。
町
内
会
、

文
化
・
体
育
団
体
等
の
育
成
強
化
。

三

行
政
と
住
民
・
民
間
団
体
の
責

任
領
域
の
明
確
化

行
政
が
行
う
べ
き
責
任
領
域
・
守

備
範
囲
と
。
住
民
・
民
間
等
自
ら
の

領
城
に
留
意
し
た
効
串
的
な
行
財
政

運
営
の
推
進
。

行
財
政
改
革
の
計
画

行
財
政
改
革
の
計
画
瑚
間
は
、
平

成
十
一
年
度
か
ら
平
成
十
五
年
度
の

五
ヶ
年
と
す
る
。

町
議
会
及
び
機
関

団
体
に
つ
い
て

機
能
に
十
分
留
意
し
た
自
主
的
な

対
処
。

行
政
改
革
推
進
に
む
け
て

2
1世
紀
の
到
来
を
目
前
に
控
え
、

少
子
、
高
齢
化
を
は
じ
め
、
住
民
の

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
社
会
情
勢

は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
地
方

分
権
の
推
進
が
実
施
の
段
階
と
な
り
、

地
方
自
治
は
新
し
い
時
代
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
地
方
公
共

団
体
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
責
任
に

お
い
て
各
種
愉
勢
の
変
化
に
柔
軟
か

つ
弾
力
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
体

質
の
強
化
が
求
め
ら
、
ま
た
、
極
め

て
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
財
政
構

造
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
見
町
に
お
い
て
は
平
成

八
年
に

新
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
改

善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
。
更
に
、

地
方
自
治
の
新
時
代
を
自
ら
切
り
拓

き
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
一
層
の
行

政
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
進
む
べ
き
行
財
政
の
指
針

と
し
て
の
「
新
国
見
町
行
財
政
改
革

大
綱
」
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を

示
し
た
実
施
計
画
を
策
定
し
な
が
ら
、

行
財
政
改
革
の
積
極
的
な
推
進
を
図

る
考
え
で
す
。



福
島
の
冬
を
堪
能

大
分
県
国
見
町
か
ら
友
好
の
使
者

大
分
県
国
見
町
か
ら
中
学
生
ら
二
十
三
名
が
二
月

十
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
、
当
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

県
北
中
生
徒
と
の
交
流
や
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ス
キ

ー
な
ど
を
通
じ
、
福
易
の
冬
を
体
験
し
ま
し
た
。

來

町
し

た
の

は
、

原
昌

宏
大

分

県
国
見

巾
校

長
を

団
長

に
。

同
校

の
『

二
年
生

ニ
ト
名

と

引
率

の
先

生

二
名

。

早
刺
出

発
し

、

バ
ス
と

飛
行

機

を
乗

り
継

い
で
来

ま
し

た
。

本

町

と
艮

崎

県
、

大
分
県
国

見

町

と
は
？

成

七
年

に
交
流

協
定

を

締
結

し
、

ま
た

、
昨
年

十
月

に
開
催

さ
れ

た
二

県
サ
ミ

ッ
ト

で

も
人

的
交

流
の

積
極
化

が
確

認
さ

れ
て

い
ま
す

。
こ

れ
ま
で

人

分

県
国
見

町
へ

は
、
本

町

か

ら
も

唹
成

九
年

八
月
に

県
北
中

の
生
徒

が
訪

問
し

て

い
ま
す

。

一

行
は

、
福
鳥

国
見
町

に
到

着
す

る
と

、
Ｍ

永

町
艮

を
訪

ね
、

そ
の

後
、

県
北

巾
学
校

を
訪

閥

し
、

短
時

閥
で
し

た
が

、
交

流

会
が

開
か

れ
ま
し

た
。

学
校

紹

介
、

福
鳥

の
方
ａ

を
織

り
交

ぜ

た

ク
イ
ズ

の
後

、
郷
上

料
理

の

『
い
か

に
ん
じ

ん
』
を

。
緒
に

作
り

、
ま

た

。
あ
ん
ぽ

柿
や

豆

餅
な

ど
福

島
の

食
文
化

に

触
れ

ま
し

た

。

観

月
台

文
化

セ
ン

タ
ー・・
で

の

歓

迎
式
で

は
、
冨

永
町

長
が
「
福

島

の
風

情
、
以

観
、
人

愉

に
触

れ
合

い
、

真

の
交
流

を
脊

ん
で

く

だ
さ

い
」

と
挨
拶

、
一
。年

的

に

人
分

を
訪

れ
た
鈴

木
か

お
り

さ

ん

（
県
北
中

二
年

）
が

歓
迎

の

言
葉

を
述

べ
ま
し

た
。

国
見

福
島
県
国
見
町
を
訪
れ
て

学
ん
だ
こ

と

国見中２年

糸永知世さん

私は今回3  泊 4日という短い期間でしたが、福島県国見町に研傳旅行にいってきました．そこ

で、字んだ事は大きく二つありました．まず最初に字んだことは．人の温かさ、やさしさです．私

は今回．福島を訪ｎて．「やっぱり入っていいな」といままで以上に実感しました．わたしにとっ

てこの研修というのはとても不安なことばかりで「どうやって迎えてくれるのか．ちゃんと国見町

の代表として交流できるだろうか….」私はすごく累張しました．けｎどもそんな心配は．一つも

いりませんでした．福島の圃見町の万々、ホームステイ先のみなさん．みんな暖かく私たちを迎え

てくｎたのです．

二つ目に学んだことは、何にでも挑戦蕚る気持ちが大切だということです．以前からこの気持を

もとう自分自鳧に呂い聞かせながらも．足りないものでもありました．今回褊颶に行って．この気

持ちが強くなった気がします．特にスキーにはこの気持ちが大切で、また、たくさんの人としゃべ

ったり．いろいろ交流ができたのも、この挑戦ｌ る気持ちがあったからで．楽しい日々がすごせた

のだと思います．

福島と大分の国見価］のみなさんには．本当に感謝しています、こｎ からも福島のみなさんとは仲

艮くし、今以上に交流を深めていきたいとｓ つています．今回．私にとって貝徽なこの体験は．ず

つと私の中に残っていると思います．本当|こいろいろとありがとうございました．また合える日を

楽しみにしています．

福
島
国
見
町
で
の

貴
重
な

経
験

国見中 １年

岐 部 泰 志,４

２月10日から４Ｂ間、大分田見町の代表者20名は柵島皀『・i譚Iを訪ねました。この旅行の目的は。

交流を深めることにありました。同じ丗1名同士の交流ということで、どちらの国見ljからもたくさ

んの協力を徇て。達成することができ、とてもうれしく思います。本当にありがとうございました。
嘆た５ａ]人は車と飛行機を乗り継いで福馬県国見11を訪ｎ ました。福島県風見町は。山|こ囲まｎ

文化財が多く残る目然にめぐまれているところでした。

僕達は。４日間という短い期間でしたが、全く知らない土地の人達でも自分次第で、すぐに稾し

むことができるということから、スキーの滑り方までたくさんのことを字ぷことができました。と

くに。こちらではすることがめったにないスキー体験をさせてもらいとてもｌ 擺ないい隆験になり

ました。この経験を日常の学奴生活にいかし､少しでも多くの人に伝え､役立てていこうと思います。

涌在中､僕達は不十分で大変お世話になり｡ご迷惑をおかけしましたが、今度は僕達かお世話をす

る番だと忠っています｡こちらに瀚いたら海と山の両方の遊びなどを教え｡楽しんでもらいたいです。

本当にこの４日間ありがとうございました｡この思いでは､一生僕の心の中に残っているでしょう。



中
の
原
校
艮
や
代
衣
の
糸
永
知
皀
さ

ん
も
交
流
に
向
け
た
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
．
そ
の
後
．
国
見
中
学
の
生
徒

は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
と
対
面

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
へ
と
向
か
い

ま
し
た
．

卜

．
日
、
十
二
凵
は
山
形
県
栗
子

国
際
ス
キ
ー
場
で
初
め
て
の
ス
キ
ー

に
挑
戦
し
ま
し
た
．
お
ぼ
つ
か
な
い

足
元
も
．
．
．
日
口
に
は
リ
フ
ト
に
乗

り
中
級
者
コ
ー
ス
を
さ
っ
そ
う
と
滑

れ
る
ほ
ど
上
達
し
、
雪
Ｌ
で
の
楽
し

み
を
十
分
に
満
喫
し
ま
し
た
。

最
終
日
は
文
化
セ
ン
タ
ー
で
お
別

れ
会
が
開
か
れ
、
国
見
巾

。
年
岐
部

泰
志
さ
ん
が
「
雪
の
多
い
国
見
の
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
」
と
楽
し
か
っ

た
訪
問
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

。
行

は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
に
兒
送

ら
れ
な
が
ら
帰
途
に
向
か
い
ま
し
た
。

国
見
中
学
の
生
徒
に
感
想
を
尋
ね

る
と
。
ス
キ
ー
が
面
白
か
っ
た
と
の

答
え
が
多
く
、
予
巻
き
寿
司
や
す
き

焼
き
等
の
食
文
化
の
違

い
。
や
は
り

Ｍ
島
は
寒

い
、
と
の
感
想
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。
特
に
、
二
日
問
お
世
話

に
な
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、

温
か
く
迎
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
印

象
深
く
。
大
と
大
の
つ
な
が
り
を
痛

感
し
た
と
の
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
今
後
と
も
、
ご
。県
同
見
町

の
交
流
を
辿
し
て
、
人
の
つ
な
が
り

を
深
め
な
が
ら
、
真
の
交
流
を
す
す

め
て
い
く
考
え
で
す
。

スキーに挑峨する国見中の生徒

ホームステイ先の家族と対面

別
れ
を
惜
し
む
、
小
坂
小
・
西
気
貧
小

の
児
童

静岡・西気賀

小

小坂小

海の子・山の子交流

静岡の友が来た

静
岡
県
細
江
町
・
浜
名
湖
畔

に
あ
る
西
気
賀
小
学
校
の
子
供

た
ち
は
、
二
月
十
日
か
ら
一
泊

二
日
の
日
程
で
、
小
坂
小
を
訪

れ
、
ゲ
ー
ム
や
雪
遊
び
を
通
し

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

小
坂

小

を
訪

れ
た

の
は

、
西
気

貿

小

学
校

の
六

年
生

．
．卜

．
名

と
父

母

な
ど

の
合
わ

せ
て

二
十

八
名

で
す
．

四
乱

貿

小
と

は
卜

こ
年
的

よ
り

交

流

が
始

ま

り
、
相

．ｌ

に
’ｒ

供
た

ち
が

行
き
来

す

る
よ

う
に

な

っ
て
、
今

川

で
四
度

凵

で
す
．

小

坂
小

の
六

年
生

は
昨

年
七

月
に

西
気

質
小

を
訪

問
し

て

お
り
、

半
年

振
り

の
再
会

と

な
り

ま
す
．

こ

月
十

日
、

叫
気

貿
小

の
子

供
た

ち
は

、
冊

過
ぎ

に
国

見
町

に
到

む
、

体
育

館

に
お

い
て
小

坂
小

企
校

唯
が

出
迎
え
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
．『
皆
さ
ん
が
来
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
ご
と
の
歓
迎

の
言
葉
に
続
き
、
各
学
年
毎
に
丙
気

貿
小
の
友
達
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
．
こ
の
後
．
交
流
活

助
と
し
て
両
校
の
子
供
た
ち
が
混
成

チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
．
ゲ
ー
ム
や
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
よ
る
学
校
周
辺
を

探
索
し
．
国
見
町
に
つ
い
て
の
ク
イ

ズ
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
．
夕
刻
に

は
福
鳥
市
再
妻
鳥
原
に
向
い
、
そ
の

夜
は
、
両
皎
の
児
童
は
共
に
宿
泊
し

ま
し
た
．

卜

．
日
に
は
高
渦
ス
キ
ー
場
に
て
、

ソ
リ
や
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
で
雪
遊
び

を
湖
喫
．
雪
Ｌ

で
遊
ぶ
こ
と
の
少
な

い
、
海
辺
の
西
気
貧
小
の
子
ど
も
連

に
と
っ
て
．
白
銀
の
世
界
に
人
μ

び

で
す
．

二
口
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し

た
が
、
と
も
に
親
交
を
深
め
。
楽
し

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
別
れ
を

惜
し
み
な
が
ら
も
、
西
気
貿
小
の
児

燬
は
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。



2 月 の

ダ ラ
ビア

白
寿
を
祝
い
　
松
浦
權
治
郎
さ
ん

二
月
十
九
日
本
町
最
高
齢
の
松
滴

櫂
治
郎
さ
ん
（
石
毋
田
西
）
が
九
十

九
歳
の
白
寿
を
迎
え
ま
し
た
。
冨
永

町
長
と
佐
藤
忠
美
旗
長
が
祝
い
に
松

浦
さ
ん
宅
を
訪
れ
、
町
敬
老
祝
金
と

し
て
二
十
万
円
と
花
束
を
鱈
り
ま
し

た
。
松
浦
さ
ん
は
明
治
三
十
四
年
石

母
田
に
生
ま
れ
、
現
在
で
も
石
母
田

三
吉
神
社
の
宮
司
を
務
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
冨
永
网
長
が
「
健
康
に
気

を
付
け
、
ま
す
ま
す
長
生
き
さ
れ
ま

す
よ
う
に
」
と
述
べ
る
と
松
浦
さ
ん

も
日
露
戦
争
か
ら
の
記
憶
を
た
と
リ

「
だ
い
ぶ
世
の
中
が
変
わ
り
ま
し

た
」
と
変
遷
を
振
り
返
り
、「
日
々

感

謝
の
気
持
で
遇
ご
し
て
お
り
ま
す
」

と
し
っ
か
り
し
た
口
調
で
答
え
て
い

ま
す
。

敬老祝金の贈呈を受ける松浦さん

ふるさと産業おこし運動功労表彰ト ライアン
グルクラブ

平成11年度ふくし ま・ふるさと産業おこし運動功労者とし

て，国見トライアングルクラブが表彰されました．く財丿物屈

ブラザふくしまが．活力ある旦かで住みよい地域社会をめざ

し ．地域・産芙おこしに活躍する団体を表彰するもので，２

月21日福島市で開催された表・ 式では．同クラブ佐藤司会長

へ川手晃理事長から表彰状が手渡されました．県下３団体が

表彰され．トライアングルクラブの「元気だせ国見」をスロ

ーガンとし た，あつかし山ビックツリーなどの活動が高＜評

価されたものです．

新聞ができるまでを教わる藤田小の５年生

移動新聞編集局がやって来た

２月22日、23日の２日にわたり、町内４つ

の小学校に(  株 ) 福島民友新間社の移動編集

局（ニュースカー）がやってきました．「暮

らしと情報」について学ぶ小学５年生を対象

に、生きた教材ともいえる新聞を教育現場で

活用してもらおうと ．福島民友社で各字校を

巡回し ていま１ ．いつ、どこで．だれがとい

った記事のポイントや、取材 ．校閲 ．レイア

ウト作成 、印刷などの新聞ができるまでを．

紙芝居や実際使われる 資材をもとにわかりや

すく説明されました．児童からは．「ニュー

スや事故がないときはどう するので１ か」と

の買問も．

健
康
講
演
会
「
健
康
づ
く
り
と
運
動
」

二
月
二
十
一（

日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
健
康
づ
く
り
と
運
動
」

と
題
し
て
健
康
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
誦
師
に
は
公
立
藤
田
総
合

病
院
整
形
外
科
部
長
で
、
ス
ポ
ー
ツ

ド
ク
タ
ー
で
も
あ
る
堀
川
哲
男
先
生

を
迎
え

。
生
活
習
慣
病
予
防
・
改
善

に
は
運
動
が
有
効
、
但
し
、
連
動
を

始
め
る
前
に
は
内
科
的
メ
デ
ィ
カ
ル

チ
ェ
ッ
ク
、
竪
形
外
科
的
チ
ェ
ッ
ク

で
安
全
に
行
う
こ
と
が
大
切
。
ま
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
な
ど
有
酸
素

運
勣
が
胥
効
と

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

百
三
十
名
の
参
加
者
も
、
熟
心
に
聴

講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。。



戸籍事務の
コンピューター処理 稼働

戸籍事務電算システムを稼動する冨永町畏と佐輿忠美議長

三
月
一
日
匸

尸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理

す
る
シ
ス
テ
ム
が
稼
助
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
。

戸
籍
嘔
務
が
正
確
か
つ
迅
速
に
処
理
さ
れ
、
窓
口
で

の
待
ち
時
間
短
縮
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

は
か
ら
れ
ま
す
。

供
用
開
始
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
式
典
で
は
。
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
冨
永
町
長
と
佐
藤
忠
美
議

艮
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
稼
助
、
出
力
さ
れ
た
証
明

き
を
確
認
し
ま
し
た
。（
新
た
な
証
明
書
の
様
式
、
名

称
な
ど
は
二
月
り
に
掲
岐
丿

戸
籍
事
務
の
電
算
化
は
県
下
七
番
目
で
、
ま
た
。

昨
年
一
一
月
に
は
住
民
票
と
印
鑑
証
明
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
さ
れ
て
お
り
、
唹
成
九
年
度
よ
り
進
め
て
い

た
、
行
政
事
務
電
算
化
事
業
も
概
ね
完
了
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
で
允
行
す
る
、
住
民
に
関
わ
り
深

い
証
明
嘔
務
に
つ
い
て
は
全
て
電
算
処
理
さ
れ
た
こ

と
と
な
り
ま
す
。

異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

住
所
変
更
の
届
け
出
は
忘
れ
ず
に

三
月
、
四
月
は

、
転

勤
や

就
職

、
進
・

入
学

の
季

節
で

す
。

町
か

ら
帳

出
す

る
方

、
新

た

に
国
兄

町
民

と
な

ら
れ

る
方

、
住

所
を

変
更

す
る

方
も

多
く

い

ら
っ
し

ゃ

い
ま
す

。
異

動
の

時
は

仕

所
変
更

の

手
桃
き

を
忘

れ
ず

に
行

っ
て

く
だ

さ

い
。

化

所
を

変
更

し
た

と
き

は
役

場
へ

の
届

け
出

が

必
要
で

す
。

正
し

い
住

所

を
届
け

て

い
な

い
と
、

選
挙

が
で

き
な

か

っ
た
り

、
年

金
や

児
呶

手
当

な

ど
の
給

付

を
受
け

ら
れ

な

か
っ
た

り

、
さ

ら
に
入

学
や

健

康
診
断

な
ど

に

ま
で
彫

響
が

出
て

き
ま

す
。

転
入

、
転
出

、
転

居
す

る
方

は
期

限
内
に
住
民
課
戸
籍
住
民
係
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の

時
期
は
窓
口
が
混
み
あ
う
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て

お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

戸
籍
の
届
け
出
（
出
生
、
死
亡
、
婚

姻
、
雌
婚
な
ど
）
は
、
土
・
日
曜
日

や
祝
日
で
も
、
日
直
の
職
員
が
受
け

付
け
て

い
ま
す
。

他
の
手
続
き
も
忘
れ
ず
に

住
所
が
変
わ
る
と
、
住
所
変
更
届

以
外
に
も
、
上
水
道
、
医
療
保
険
、

年
金
。
納
税
な
ど
の
手
続
き
も
必
要

で
す
。
下
の
問
い
合
わ
せ
を
参
考
に

口ｔ
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
印
鑑
や
保
険
証
、
年
金
手
帳
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
、
必
要
な
も

の
を
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
確
認
し
た

上
で

お
い
で
に
な
る
と
、
一
度
に
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
ま
た
。
電
気
や

電
話
、
ガ
ス
会
社
へ
の
連
絡
も
忘
れ

ず
に
１
・

★
問
い
合
わ
せ

住
民
課

戸
籍
住
民
係

ｇ
（
５
８
５
）
2
1
1
5

主な届け出と

必要なもの

・ 転 入届 （14日以 内に ）

印鑑 前住所地で発行す

る転出・ 明倔　年金手帳

小中学生がいる場合は

在学証明書

・ 転 出届 （転出 前に ）　

印鑑 年金手帳 国民健

順保険証（加入者のみ）

老人医療受給者証（受給

者のみ） 印鑑登録証（登

録者のみ）

・ 転 居届（14日 以内 に）

印鑑 年金手帳 国民健

康保険証（加入者のみ）

手続きの問い合わせ先

●戸籍 汢豚票 印鑑登録 住民異動届 ごみ収集
し尿くみ取り　国民年金……住民譚ｰ  ( ) 2115

・障害者福祉 老人福祉 牛活保護 児曩手当 保育

所 国民健康保険　 老人医療 乳児医療 予防接

柵 母子手帳 儔鏖診慚 介護保険など

………………,……………保健福祉課(  ) 2

・納税関係…………………………税務踝 啻(585)2778

●上水道…………………………水道譚fi(585)2997
・下水道……………………都市整備課 谷 ( ) 2984

●小中学校への転校‥‥--…学校敦書置 Ｓ(585)2BS!



保健だより
保妲癩祉濶で保皿増瘋癲85  ) 27 3

胃がん
集団検診を

受けましょう

と　き　ところ

４月 ４日（火） 国 見町 観月台 文化 セン ター

４月 ５日（水） 森 江野町 民セ ンタ ー

４月 ６日（木） 大 木戸 ふれあい セ ンタ ー

４月 ７日（金） 東部 高齢 者等 活性化 セン タ ー

４月 ８日（土 ） 国見 町観 月台文 化セ ンタ ー

＊多くの方に受診していただくため、今回は第二土

曜日を設定しましたのでご利用下さい。

受 付 時間

午前 ８時20 分 ～午前 ９時30 分

･料　 金

600 円 （国民健康保険に加入さ れている方は無科となり ま

すので､ 保険証 を持 参してください。 また、昭和 ６年 ４月１日

以前生まれの方 「70 歳丿上」、住民税非課税世帯、生活保護世

冪の方も無料となりますので、受付に申 し出てください｡）

対 象 者

昭 和36 年 ４ 月 １ 日 以 前 に 生 ま れ の 方 に限 り ま す 。

申 し 込 み

健康 管理世 帯調 盃台帳 で甲し 込 みをし ており ます 。

乳　児　健　診
該　 当　 乳　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成12年１月生まれ）

・９か月児（平成11年 フ月生まれ） �
５月11日(木) � 午後１時30分～午後２時 �観月台文化センター

第１和室

( 健診内容〉

☆医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

☆母子手帳を忘れずに！

３　歳　児　健　診

該　 当　 幼　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成８年11月～　　　

平成９年１月生まれの幼児 �
５月30日(火) �午後１時15分～午後１時45分 � 観月台文化センター　

大研修室

〈おかあさんへ〉
☆内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検童を実施します。

☆母子手帳を忘れずに！　骸当者には後日健診累等を郵送します。

ポリオ集団予防接種ついて

平成12 年度の予定は下記のとおりです。

実 施　日 �地 区 名 �会　 場 �時　 間 � 注 意 す る こ と

７月６日(木)�藤田地区 �

観月台文化

セ ン タ ー

体 育 館 �

午後１時蔔分

から　

午後２時

まで受付 �

・６週閥以上の間隅で２回

投与

・実施日に満３ヵ月～ix〕月

までのｌ回もしくは２【り|
未投与の乳幼児が対象で

す
・ポリオの予防接種予診票

を記人し、母子健康手帳

と一緒にお持ちください

７月７日(金) �
上記以外の

地 区

10月５日(木) �藤III地区

10月６日(金) �
上記以外の

地 区

世界結核デー
３ 月24 日

結核は．決して巷の婀気では・ りませ ん．

‥ い 鞏､全世界で年 間鴕寐XX万人が発痾して

おり． わが国においても平成９年には ４万

２千人が豪たに罹り．賁に鴿年ぷり に前 年

を 上髓り、『粘 核非 常事魑重言』が出さ れ

ている現状で謇．

その傾向として|冰．馬齢の愚考が多い こ

とです．かつて、絡核が蔓延し た頃．多く

の人が感染し、体に薗衢持ってい ます．加

齢とともに体の抵抗力がなくなり同 ぴ発馬

するヶ－スて!．晒核の『潤Sj と 言われ て

い まｉ ． 大 切写こ

とは ．その予 駟であ

り地 域、職場で行う

結 核検診を年に１ 贋

は必 ず受診して、 早･

期 発見 ．早期治療を

することです



チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

着
用
義
務
化

平
成
1
2年
４
月
１
日
か
ら
、
道
路

交
通
法
が
一
郎
改
正
さ
れ
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
義
務
化
さ
れ

ま
す
。
自
助
収
の
運
転
者
は
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
な
い
６
歳
未

満
の
幼
児
を
同
乗
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
、
違
反
者
に
は
基
礎

点
数
―
点
が
付
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

「
万
一
の
事
故
か
ら
子
供
を
守

る

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
」
正
し
い
着
用

で
し

つ
か
リ
座
ら
せ
る
こ
と
が
、
大

人
の
役
割
で
あ
り
、
親
の
愛
情
と
い

え
ま
す
。

道

路

交

通

法

一
部

改

正

概

要

（
2
0
0
0
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
）

●
規
制
対
象

目
勳
車
の
運
転
者
が
『
６
歳
未
満
の
幼

児
』
を
乗
皿
さ
せ
て
運

転
す
る
場
合

●
違
反
へ
の
措
置

町
金
、
反
則
金
は
な
い
が
、
反
則
点
数

１

点
と
な
る

●
除
外
規
定

①
疾
病
、
障
曹
の
撩
甓
、
身
体
的
理
田
に

よ
り
使
用
が
適
当
で

な
い
場
合
、
適
切

に
便
用
で

き
な
い
場
合

②
固
定
で
き
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
数

を
超
え
た
幼
児
を
乗
車
さ
せ
る
と
き

③
構
遭
上
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
固
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
座
席
に
幼
児
を

乗
せ
る
と
き

④
運
転
膏
以

外
の
者
が
授
乳
な
ど
日
常
生

活
上
の
世
話
を
行
っ
て
い
る
幼
児
を
東

旱
さ
せ
る
と
き

⑤
乗
合
バ
ス

ま
た
は
タ
ク
シ
ー
の
運

転
手

が
旅
客
で
あ
る
幼
児

を
乗
せ
る
と
き

⑤
応
急
の
救
援
の
た
め
、
医
療
機
闘

な
ど

へ
緊
急
掫
送
す
る
と
き

乳児用(0 ～12ヵ月程度)

学皿用(4 ～10威程度)

幼児用 ４ヵ月～４鑞種度）

崋週用年齢は、あくま
で目安で、子どもの体
格や製亟に よって異
なります．

ﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄを無料でお貸しします｡

４月１日から．６歳未満の幼兇にチャイルドシートが義務化されるのにともな

い．町では乳幼児を養育するひとり親等の方などへ、チャイルドシートを貸し出

しします．

乳幼児の身体・生命を交油安全から守るとともに、同乗させる保護者ドライバ

ーの安全確保を目指したもので．チャイルドシートの着用槽道．交通安全思想の

普及．啓蒙を図ることを目的としています．

･国見町チャイルドシート貸出について

貰出対象者：国見町に居住する乳幼児を養育するひとり親等の方などで．町

県民税の非課観、もしくは均等割のみ課観世帯。

貸出し台数：１世帯あたり１台。

幼児用シート（４ヵ月～４歳頃使用タイプ）

貸 出 申 込：希望者は役場 住民譚へ申謫ください。

そ の 他：申し込 み畤の添付書類や貸出期間、返却条件

など、畔しくは下記へお問い合わせください。

＊役場住民課生活環境係　585  ｰ 211 幼児用シートC4

か月～４鑞）

くにみの

民話かるた

まち

再発

見

こ
れ
は
森
山
の
お
年
寄
り
達
か

ら
聞
い
た
話

少
し
む
か
し
ま
で
は
ど
こ
の

家
で
も
お
酒
は
自
分
の
家
で
作

っ
た
そ
う
で
、
い
わ
ゆ
る
ど
ぶ

ろ
く
。
し
か
し
こ
れ
は
明
治
二

十
九
年
迄
の
こ
と
で
、
こ
れ
以

降
は
醸
造
元
だ
け
が
お
酒
を
作

る
こ
と
が
で
き
、
清
酒
は
国
税

の
財
源
と
し
て
何
と
全
体
の
二

割
か
ら
三
割
を
占
め
た
と
い
い

ま
す
。
つ
ま
り
密
造
は
国
税
の

大
敵
、
見
つ
か
れ
ば
た
い
へ
ん

皿

い
罰
金
を
課
せ
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

し

か
し
ど

ぷ
ろ
く
は
先
祖

代
々
伝
え
ら
れ
た
楽
し
み
。
冬

の
寒
さ
し
の
ぎ
に
も
。
慰
め
に

も
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
。
ま

し
て
清
酒
は
高
く
て
そ
う
そ
う

買
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
そ

う
で
、
こ
っ
そ
り
ど
こ
の
家
で

も
作
っ
て
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
恐
い
の
は
酒
税
官
、

時
な
ら
ぬ
時
に
来
て
家
の
内
外

裏
表
捜
し
廻
り
摘
範
に
か
か
る

と
い
う
わ
け
。
人
々
は
万
が
一

に
伽
え
て
隠
す
所
に
知
恵
を
絞

り
、
畑
の
隅
に
穴
を
作
っ
た
り
、

ト
タ
ン
で
囲
っ
て
細
工
を
し
て

い
る
ふ
り
を
し
た
り
、
酒
税
官

が
来
た
と
な
れ
ば
風
の
よ
う
に

情
報
が
流
れ
、
誰
か
が
役
人
に

だ
ら
だ
ら
話
し
か
け
時
閥
を
稼

い
で
い
る
間
に
何
と
か
隠
し
た
、

或
い
は
時
間
が
な
く
て
裏
の
溜

池
に
投
げ
た
け
れ
ど
桶
に
飯
粒

が
つ
い
て
い
て
見
つ
か
っ
た
と

か
。
而
白
い
話
が
た
く
さ
ん
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
隔
世
の
感
が

し
ま
す
ね
。

ほ
か
く
せ

酒
税
官
く
る
ぞ

密
造
酒



インフォメーション
県北の魅力を実感！

ふるさと百景バスツアー

県北の17市町村で構成するr ふくしま拠点まちづ

くり協諷会」では県北地方の艮さをあらためて見つ

めようと「ふるさと百票バスツアー」が行なわれま

す。県北地方の名所同日跡専の探訪です。

一開催日･･･ ６月 ４日 （日 ）

･コ ー ス… 遡の駅 安達 →安達 ケ原 ふるさ と 村－安 達

堂 睹山 （ゴ ンド ラ乗 車） →県民 の森 一眤の 鼻 遊奏

薦→ 岩角山 岩 角寺

･集合岨 所 ．畤 間男に つい ては、 抽 選晒果と 曷 わせ

てご 遮絹い たし ま す．

･  加 資 格･･-飛 北地 域に住ん でい る方 ．小学 生に つ

い て は保 謳者同 律

僵 集定 員･･･315 名 （参 加者多 数の 場合は 抽選 ）

･参 加 賚･･一大 人1,SXXll. 子 供1.｛XX｝円 （昼 食代 及 び

保険 科等 ）

･応 募方法･･･ 往復は がき （１枚で ２名 まで 応募 でき

ます

･応 擲先 … 〒IX ）一部01 槽易 市五 老内 町31 福 島 市役

所内 柵島 地方 広域 行政事 務組合 バ スツ アー係

･応募 締切 … ５月10 日 （水 ）必 墻

● 抽遡 結果は ５月19 日 ごろ にお 知ら せし ます ．

･岡 い合 わせ･‥国 見町 企● 商 工課 （585 －S27 ）又

は 襴島地 方広 域行政 事務 組合(  1  ｰ  )

募
　

集

い
き
い
き

高
齢
者
募
集

総
務
庁
で
は
エ
イ
ジ
レ
ス

ー

ラ
イ
フ
（
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず

自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い
て

自
由
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
送
る
）
を
央
践
し
て
い
る
高

齢
者
、
地
域
で
社
会
参
加
活
助

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
高
齢

者
の
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

既
に
高
齢
期
を
迎
え
、
又
は

こ
れ
か
ら
迎
え
よ
う
と
す
る
世

代
の
方
へ
、
高
齢
期
に
お
け
る

生
活
の
参
考
と
し
て
も
ら
う
た

め
に
。
こ
れ
ら
活
動
事
の
紹
介

を
行
い
ま
す
。

募
集
締
め
切
り
は
、
三
月
三

十
一
日
で
す

。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
次
ま
で

お
閥

い
合
わ
せ

く

だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

像
健
柵
祉
課

柵
祉
係

ｇ
（
５
８
５

）
2
7
9
3

福
島
県
障
害
者
総
合

体
育
大
会
心
参
加
者
募
譌

六
月
三
・
四
・
十
・
十
一
日

の
四
日
間
．
郡
山
市
開
成
山
陸

上
競
技
４
に
お
い
て
第
三
十

八

回
福
鳥
県
障
客
者
総
合

体
育
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
．
身
体

障

害
者
部
門
、
知
的
障
害
者
部
門

計
一一
十
二
種
目
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
現
在
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
募
災
綿
め
切
り
は

三
月
二
十
四
日
で
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
。
保
槌
柵
祉
課
福
祉

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

福
阯
係

ｇ
｛
５
８
５
｝
2
7
9
3

女

性
の

た

め
の

’

簿

記

講

習
会

阿
紋
職
を
希
望
す
る
女
性
を

対
匁
に
紳
紀
醐
習
会
を
閧
催
し

ま
す
．

受
講
に
よ
り
再
就
職
に

お
役
立
て
下

さ
い
．

▼
内
容
…
日
商
陦
記
三
級
検
定

合
格
を
目
指
し
ま
す

▼
期
間
・

時
間
…
四
月
十
二
日

か
ら
六
月

六
日
ま
で
の
毎
遇
火

・
水

・
金

曜
日
の
全
ニ
ト
二
日

午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

▼
場
所
・：
県
女
性
就
業
援
助
セ

ン
タ
ー

（
県
庁
東
分
庁
舎

）
▼

定
員
・・・
二
十
人
（
全
期
閥
出
席

で
き

る
方

）
▼
受
綢
料
・：
無
料

｛
教
材

費
は
自
己
負
担
｝
▼
申

込
方
法
・；
三
月
二
十
二
日
と
二

十
三
日
（
午
前
十
時
か
ら
午

後

四
時
ま
で
の
閥
）
に
．
女
性
就

業
援
助
セ

ン
タ
ー
で
直
接
受
付

け
ま
す
．

★
問
い
合

わ
せ

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

ｇ
（
５
２
１
）
7
7
４
０

お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
ヘ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

唹
成
十
二
年
度

の
労
働

保
険

の
年
度
更
新
を
す
る
時
期
が
参

り
ま
し
た
。
四
月
初
め
に
福

鳥

労
働
励
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告

書
と
記
入
要
領
を
よ
く
お
読
み

い
た
だ
い
て
、
五
月
ニ
ト
二
日

ま
で
に
、
最
寄
の
銀
行
、
郵
便

局
、
労
働
基
準
監
督
署
．
福
島

労
働
‥网
に
お
い
て
手
続
き
を
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．

★
問
い
合
わ
せ

柵
鳥
労
働
局
総
務
郎
労
働
保

険
破
収
窒

‥`（
５
３
６
）
４
6

０
7

西

分

署

だ

よ

り

高
齢
者
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

今
年
に
入
っ
て
．
県
内
で
は
一
月
末
の
一
ヶ
月
問
に
、
百
五
件

の
火
災
が
あ
り
、
十
五
名
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
．
こ
れ
は
前

年
よ

り
焼
死
者
で
十
名
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
例
年
に
な
い
憂
慮

す
べ
き
状
況
で
す
．
ま
た
、
そ
の
う
ち
の
六
名
が
商
帥
者
で
あ
り
、

複
敗
の
死
者
を
出
す
火
災
が
三
件
免
生
し
て
い
ま
す
．

防
火
啓
発
活
動
で
高
齢
者

ぽ
帯
を
訪
問
し
て
感
じ
た
こ
と
を
揚

げ
て
み
る
と
、

一
　

建
物
の
周
辺
．
室
内
等
に
新
聞
や
雑
誌
等
、
燃
え
や
す
い
も

の

が
散
乱
し
て
い
る
．

二

圃
下
や
室
内
に
非
髪
の
陣
番
と
な
る
勧
が
一

い
て
あ
る
．

Ξ

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
が
干
し
て
あ
る
．

四

ス
ト
ー
ブ
が
カ
ー
テ
ン
や
釁
褸
等
の
す
ぐ
側
に
置
か
れ
て
い

る
．

五

灰
皿
に
、
吸
い
餮
が
い
っ
ぱ
い
人
つ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
．

と
い
っ
た
光
景
が
兇
受
け
ら
れ
ま
す
．

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
の
方
に
は
、
火
に
対
し
て
『
油
断
』
『
無
意

識
』「
無
頓
着
」
な
態
度
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
．
安
全
に
生
活
す

た
め
、
も
う
一
度
身
の
回
り
を
点
検
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
．

ま
た
、
近
所
の
方
が
気
を
つ
け
て
あ
げ
る
な
ど
．
地
峨
の
皆
さ
ん

が
力
を
合
わ
せ
て
火
災
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
．

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

ｇ
（
５
８
２
）
3
1
9
0



自
動
車
の
登
録

（
移

転
・
変

更
・
ま
っ
消

）

は

お
済

で

す

か

自
動
車
税
は

。
毎
年
四
月

‘

日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
方
（
割
賦
財
入
の
蝿
合
は

使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

例
年
、「
持

っ
て
い
な
い
車
の

納
税
通
知
番
が
き
た
」
、
『
納
税

通
知
齢
が
こ
な

い
‘
等
の
多
く

の
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま

す
。納

脱
地
知
書
が
閲
違
い
な
く

届
く
よ
う
に
、
自
助
庫
を
譲
渡

し
た
り
、
下
取
り
に
出
し
た
り
、

廃
車
し
た
り
、
譲
り
受
け
た
り

す
る
と
き
や
、
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
は
、
お
早
め
に
陸
運
支

局
で
登
録
の
手
続
き
を
済
ま
せ

ま
し
よ
う
。

★
問
い
合
わ
せ

県
北
地
方
振
興
局
県
税
節

ｎ
（
５
２
１
）
7
6
3
2

農
業
者
年
金
現
況
届
は

六
月
に
変
わ
り
ま
す

農
桑
者
年
金
（
経
営
移
譲
年

金
と
農
業
者
老
恥
年
金
）
の
現

況
届
は
例
年
三
月
に
行
わ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
．
今
年
か
ら
六

月
に
変
更
さ
れ
ま
す
．
さ
ら
に

住
民
窓
口
で
の
生
存
証
明
は
不

薺
と
な
り
ま
す
の
で
．
届
欝
に

本
人
自
ら
署
名
（
本
人
が
粁
名

で
き
な
い
場
合
に
は
代
理
人
）

し
農
業
委
員
会
へ
六
月
三
十
日

ま
で
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
は
五
月
末
ま
で
に
農

業
者
年

愈
基
金
か
ら
受
給
者

の

み
な
さ
ん
へ
直
接
送
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

★

問
い
合
わ
せ

国
見
町

農
業
委
員
会

］`（
５
８
５

）
2
８
9

０

福
祉
定
期
預
貯
金

定
期
預
貯
金
等
の
特
例
措
置

を
ご
律
じ
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
．
一
般
の
定
期
預
貯
金
金

利
よ
り
も
優

遇
さ
れ
て
い
る
定

期
預
金
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
特
例
措
置
の
適

川
期
間
が
平
成
十
三
年
二
月
末

ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

裲
祉
定
期
預
貯
金
の
概
嬰

利

串

年
四
・
一
五
％

預
金
限
度
額
三
百
万
円
ま
で

利
用
さ
れ
る
方
は
、
預
け
入

れ
の
際
に
、
金
融
機
関
の
窓
口

に
手
当
証
書
を
掎
示
し
て
下
さ

い
。

★
閥
い
合
わ
せ

役
鳩
保
健
福
柾
課
福
祉
係

｛
ｇ
５
８
５
－
2
7
9
3

｝
又

は
金
融
臓
関
及
び
郵
便
局

入学おめでとう
平成12年度小学校新入学児童 者名

(※敬称略)

・藤田小（58名）

消水翔太 黒田冴歌 佐藤宏美 赤井畑杏子 羽根隆行
大勝智香 安達裕人 菅野瑞樹 山田美穂 宍戸可廊子
畑美沙紀 栗原 航 玉手 茜 斎藤千尋 小林粟月
渡部幹皀 佐藤大吾 藷倉 刪 遠藤大輝 舟根瑛梨奈
韮澤智哉 佐藤裕番 佐丿輳蜃香 古川稚奈 山田亮介
菊地正平 ―條文弥 内村 寛 佐藤 萌 藤田彩乃

阿郁智大 後藤尚宏 高橋 績 松浦夏穗 菊地神弥
淑戸翔太 高橋 聞 高橋人悟 大久華寿美 志村慧介
八鳥千明 高嚊洋人 山口梨菜 佐々木孝枝 石田一樹
高野萌 子々 五十嵐康 八巻将大 古山真依 石幡昊波
本間 茜 佐藤哲也 本多直哉 菊地由紀 丹治彩奈
小西暁志郎 岩崎初音 大槻南人

・小坂小（14名）
斎藤 沙 後藤美津妃 佐藤 廣 小坂諭美 山田聖哉

紺野奈緒奥 目黒奬里 佐藤加奈 菊地芙月 紺野柚梟
阿部春広 遠藤香織 山田夕躍香 赤坂奈沖美

・森江野小（９名）

宍戸奥棯 宍戸大蜀 佐久間直幸 樋口 竣 斎藤 奨
川久保睛菜 寺鳥明宏 吉田里奈 佐丿鰾大樹

・大木戸小（13名）

佐藤由紀 遠藤沙緒梨 星野史賀 澁谷健司 後藤由依
志村侑亮 阿部拓哉 阿部和弥 松浦里奈 村上美徳
松浦裏由美 村上奈生 齊藤佑美

・大枝小（７名）

佐藤勇卿 松浦達職 佐藤千紘 鈴木竣唐 児玉祐樹
鈴木友也 木村 翼

問い合わせ 国見町教育委員会85   ー2的2

４月の心配ごと相談

５日啝 斎譱 旡夬･4

玉手讐志f･14

14日僮丿 松滷 蝉夬,４

野付 卜そ,4

2S日出 ４ 沢　 正S4

浅野やへｆ,４

・場所 役場(  2 融 )

・畤問 鋼 9  時～正午

人口ど世帯

人 口 ２ 月 １ 日 現 在

男　5.432 人8  )

女　5.853 人ｰ  10  )

針11. ２８６人(   ー  ー8 )

出生 ６人 死亡 １６人
転入 ９人 転 出 １７人

世 幕
3 靆 4 7世帯（ － １）

ひとり親等家庭医療賢 助成について

従旻の母子家裁医 ●黌助鮫事賁 がi月1日から父子家

庭にも対象笥囲が拡大さ れ｡「 ひとり 朗等ま11 医康舞助

咸 事業」になります。し たがって。母子及び父子の医

療黌の助成が受けられるようになり ます。

ただし 。前年の所得がー定 貘以上の場合には所袍剌

躙により医療薺助成は受けら れません。　　　 ・

問い合わせ　 保健福祉課i? ９石－Ｚ7９3

固定資産 課税台帳

縦覧期閥 の廷期・納期の変更

地方脱法の一部改iFが予足されているため、平

成12年固定満崖税台帳の穣覧期間の延期と平皮12
年度膕11澗櫑税痢１期分の納喝を次のとおり変更

します.
・固定資産覩台帳の縦覧期間

(従来の３月１日から３月20日までを)

４月IEﾖ から４月ａ】日までの期間に竃長

・ 土曜日・日曦日を除く
・縦覧期間

午飼８筒匐分から午観５筒まで
・縦覧場所

国見罫J役・ 観務課

・固定資産税第一期分の納期

(従来の４月17日から４月匐日までを)
５月18日わ1ら５月31日までの剛圃に変更

★間い合わせ
菌ａＩＩ役場税務譚 国定曹鏖係

sS85?2779

結
婚
お
め
で

と
う

村

上

畩

市

ｊ

・

鄭

裲

順
ｊ

｛

只

思

小

林

正
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。
气

時

田

さ

お

り
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‘

（

耕

き
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藤

滋

″
‘

・
安
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高

城
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誕
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と
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さ
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儁
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孝
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。
‘
・

鬯
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お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

黒
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潭
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嶋
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生 涯 学 習

つ
う

し ん

国見町教育委員会生涯学習課
(観月台文化センター)

谷 ( 585 ) 2676 FAX ( 5 ) 2707

今
年
も
楽
し
く

阿
津
賀
志
学
級

平
成
卜

．
年
度
阿
津
賀
志
学
級
閉

講
式
並
び
に
交
通
安
全
人
学
修
了
式

は
二
月
二
十
九
口
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
に
、
来
賓
に
佐
藤
忠
美
国
兄

町
議
会
議
畏
、
佐
藤
照
雄
桑
折
警
察

署
長
を
迎
え
、
冨
永
武
夫
国
見
町
長
、

齊
藤
久
国
兄
町
教
育
委
員
会
教
育
長
、

学
級
生
白
五
十
余
名
の
出
席
の
も
と
、

厳
粛
の
う
ち
に
も
和
や
か
に
．
挙
行

さ
れ
ま
し
た
．

式
は
、
冨
永
町
艮
の
心
溢
ま
る
慰

労
と
励
ま
し
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
担

り
か
ら
の
学
級
年
問
学
習
活
助
火
施

報
告
、
公
民
館
長
か
ら
企
体
学
習
の

皆
助
賞

で
Ｉｔ

六
名
）・
精
勤
賞

で

。

十
二
名
）
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
長
か
ら
は
交
通
安
全
人
学

終
了
証
（
百
十
八
名
）
の
授
与
が
あ

り
、
交
辿
安
全
の
絶
無
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

祝
辞
に
佐
藤
廠
長
か
ら
激
励
の
言

葉
を
、
佐
藤
桝
長
か
ら
管
内
の
交
通

事
故
・
犯
罪
の
現
況
等
を
柱
と
し
て

解
脱
と
指
導
が
あ
り
、
安
藤
政
治
学

級
委
員
長
か
ら
謝
辞
を
述
べ
、
一
年

間
学
び
集
っ
た
達
成
感
の
う
ち
に
閉

式
し
ま
し
た
。
特
別
公
演
に
は
。
国

見
町
交
通
安
全
母
の
会
（
劇
団
ポ
ン

グ
リ
）
が
『
お
茶
の
洲
劇
場
』
を
上

演
。
交
通
安
全
嘔
故
防
止
と
防
犯
に

対
し
て
の
啓
蒙
劇
を
楽
し
い
雰
囲
気

で
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
人
変
有

意
義
で
し
た
。

少
年
仲
間
づ
く
り

教
室

昨
年
五
月
に
開
講
し
た
少
年
仲
間

づ
く
り
教
室
の
閉
講
式
が
、
二
月
二

十
六
日
に
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
教
室
生

叫
十
五
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

閉
講
式
に
先
立
ち
、
料
理
教
室
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
マ
フ
ィ
ン
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
六
班
に
分

か
れ
て
の
実
習
で
、
初
め
て
の
人
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
各
班
と
も
お

互
い
に
協
力
し
合
い
、
上
手
に
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。

閉
講
式
で
は
、
七
人
に
皆
助
賞
を

授
与
し
、『
少
年
仲
間
づ
く
リ
教
室
に

参
加
し
て
』
と
い
う
題
で
、
藤
田
小

学
校
六
年
の
東
海
林
悟
君
と
阿
部
美

佳
さ
ん
が
感
想
を
述
べ
、
一
年
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

新しい本が届きました 文化センター図書室

【一般図書】

゜マロニエの花が鳥 つた　　　･ で涓岡盛行）

＋゚５ 竈の湯沢　　　　　y 溽μり うじI･

●・g1 老　　　　　　　　 り中野孝次:i

●昭甎2少年図鑑　　　　　　･ 亅 Ｓ寸地･

ｊ゚　　　　　　　　　　･I 宮内庁:･

1 二迴甼 町刺の瞬治　　　　･; 失野誠一:･

Ｇ゙ 用品の艾化史　　　　　　･ 旧木・,･

・ゆめはるかき盾区子　　　　C 田辺ｌ ぞ､

・人にやきしい遣口　　　　t Ｒ同通 社 ･･

・今日 む映田日可で　　　　　･､ 和田皿;

U･冫-| り ‥1

●とがり山のぽう,7 ん1 ～8 1.いわｔらかずおl

・ぱくとポチの５ かしな12Åのともだち

I･きrこやまようこj

・ぺぺとチッチ　　　･lj つなりむつこI

●蕈芒の波　　　　　　　　11 笋●冫･

゜うち唏うのはて　　　　　1 濱 鴫詈・?

゜鏑　　　　　　　　i 角野栄子裙，

●掏り図自力－ド　･y ジェリ　 スピλ ツリ･･

●１ えっフメIリーメリー

iジョ ーン ロビンソン･･

゜モンスーン　　 （クうウス コねドン’）

●ホビー　　　　　　　　･ ７ づイ11



成
人
学
級

楽
し
く
、
賢
く
、
心
豎
か
に
、
個

性
的
に
生
き
る
た
め
の
生
き
方
を
身

に
つ
け
る
の
が
生
涯
学
習
で
あ
る
と

定
義
づ
け
、
そ
の
た
め
に
は
、
仲
問

づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く
、
進

ん
で
．
高
め
る
を
モ
ッ
ト
ー
に
学
習

会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
二
月
二

十
五
日
の
閉
講
式
を
も
っ
て
ぞ
成
ト

ー
年
度
を
終
了
し
ま
し

た
．

本
年
度
実
施
し
た
ｔ

な
学
習
は
．

昨
年
度
に
引
き
続
き
の
第
三
回
文
章

教
室
．
介
綬
保
険
制
度
の
学
習
．
旅

行
の
楽
し
み
方
の
ポ
イ
ン
ト
の
話
、

見
学
学
習
と
し
て
は
、
思
い
出
の
修

学
旅
行
と
題
し
て
の
松
鳥
方
面
と
秋

の
会
沖
路
を
走
る
ト
ロ
ッ
コ
列
収
の

旅
を
実
施
し
ま
し
た
．

ま
た
、
一
年
の
計
を
語
る
会
で
は

十
二
年
度
の
学
習
内
容
に
つ
い
て
話

し
合
い
。
そ
ば
打
ち
体
験
、
時
事
講

演
会
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
教
室
等

を
学
習
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま

し
た
。
受
講
者
参
画
型
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
組
む
と
い
う
点
か
ら
も
火
現
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

十
二
回
の
学
刊
会
の
平
均
出
席
率

は
五
十
五
％
で
あ
り
、
何
か
と
重
な

る
な
か
出
席
頂
い
た
こ
と
は
モ
ッ
ト

ー
の
一
つ
で
あ
る
『
進
ん
で
』
の
現

わ
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

た
だ
、
男
性
の
方
の
参
加
が
少
な

か
っ
た
の
が
今
年
度
も
残
念
で
し
た
。

く

に
み

女

性

教

室

昨
年
五
月
に
開
講
し
た
く
に
み
女

性
教
室
は
、
十
七
回
の
全
体
学
習
と
、

阿
津
貿
志
学
級
、
成
人
学
級
と
合
同

グ
ル
ー
プ
学
習
の
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
を

終
え
、
二
月
卜
六
日
に
閉
講
式
を
行

い
ま
し
た
。

閉
講
式
に
先
立
ち
、
今
年
度
駁
後

の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
保
原
町
円

福
寺
住
職
の
石
井
祐
聖
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
『
心
の
健
康
』
に
つ
い
て
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
作

の
童
話
「
ト
マ
ト
と
じ
ゃ
が
い
も
」

の
話
等
を
と
お
し
て
、
と
か
く
、
私

た
ち
は
回
り
の
人
た
ち
に
友
右
さ
れ

が
ち
で
自
分
の
心
を
じ
っ
く
り
見
つ

め
る
時
間
が
な
い
。
も
っ
と
自
分
自

身
を
見
つ
め
る
時
閥
を
持
と
う
。
相

手
は
プ
ラ
ス
の
気
持
ち
で
兇
る
嘔
が
、

心
の
健
康
に
つ
な
が
る
と
い
う
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
年
度
も
学
習
内
容
を
十
分
考
慮

し
て
、
皆
さ
ん
の
要
望
を
生
か
し
た

学
習
計
画
を
を
て
、
火
施
し
た
く
考

え
て
い
ま
す
。

保育ボランティア募集

～子育て教室～

公民館では，幼児期の家庭致育の大切さを重視

し。その心構えや知識，技術などを学習するため

に，１歳から３癩までのお子さんを持つお母さん

や祖父母を対象に，「子育て教室」を開いていま
・ 。

この子育て教室のお母さんたちが学習している

間，子どもたちのお世話をしていただく「保育ボ
ランティア」を零集しています。国見町の次代を

担う孑どもたちのすこやかな成長を爾って｡12年

度もたくさんの保育ボランティアをお願いしたい
と思います｡昨年は,22人の保育ポランテ･fアのみ

なさんにお手伝いをいただき，とても助かりまし

た。お手伝いいただける方，ご協力をお願いしま

す。

★問い合わせ

教育委員会　 生涯学 習課　7?（5a5）21y76

盤上に熱戦を展開

第
八
回
町
長
杯
囲
碁
・
将
棋
大

会
は
二
月
六
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
町
内
の
囲
碁
と

将
棋
を
愛
好
す
る
人
を
対
象
に
毎

年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
囲
碁
の
部
に
士
（
人
、
将
棋
の

部
に
二
十
人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
Ａ
級
と
Ｂ
級
に
分
か
れ
て
対
局

し
ま
し
た
。

参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
に

も
、
盤
上
を
見
つ
め
な
が
ら
、
激

し
い
攻
防
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

今
回
は
、
囲
碁
の
部
で
は
奥
山

健
一
さ
ん
が
、
将
棋
の
部
は
大
野

重
好
さ
ん
が
町
長
杯
を
手
に
し
ま

し
た
。



にゅーす

ぱ っ く高
齢
者
を
火
事
か
ら
守
れ

新
型
パ
ソ
コ
ン
導
入
県
北
中

介
護
保
険
を
学
ぶ
　
町
婦
人
会

聴
衆
を
魅
了
！
町
芸
術
文
化
事
業

町では． 一人暮し鳥齢者を火巾から守るため、73

世帯に自動消火器を配備しました．これは台

所など火災の発生しやすい場所の天井に設置し、

童温が異常に鳥温になると消化液が噴出する仕

組みで、初朋消火には大きな戚力を発揮します．

３月６日に大友カネ（前川）さん宅を冨永町 艮

が訪れ、鳥橋力消防団長立会いのもと．自動消

火器の贈呈、設置が行われました．

町内の小中夕 校では鳥度情報化社会に対応す

るため、パソコンを校業に取り入れてい ますが、

このほど県北中のパソコンが更新され、最新機

が配備されました．これまで20 台が般置されて

いましたが、40 台設置されたことにより．一人

に｜台使川可能 となり．めざましいＯＡ機器の

進少と．インターネヅトや各種ソフトウェアに

対応した、情報学習活動の充実が図られます．

国 見町婦人会建絡協議会（松浦サトf 一会長）

は３月｜|| 、観月台文化センターにおいて．介

護保険をはじめとする研修会を|劃鉚しました．

Ｍ永町艮を闘師に1 町政と介護保険制度につい

て」と題し．町政 企般から介逓保険翻慶．１２

年度から計肖 されている町保健福祉串業につい

て、説明を受け ました． ４ｎ から新たに専入さ

れる制度であリ．女性として大きく闥わる問鼈

だ巾こ．会員の関心も高く．真剣に

聞き入っていました｡

笑
点
で
お
な
じ
み
の
林
家
・
一
ん
ず
さ
ん
の
寄
席
が
２
月
2
0日
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
．
軽
快
な
話
輿
に
会
増
を
笑
い
の
渦

に
巻
き
込
み
ま
し
た
．
こ
の
ほ
か
・・
．．川
紋
之
助
さ
ん
の
独
楽
の
曲
芸

や
．
林
家
す
い
ぞ
、
林
家
は
な
ふ
ぶ
き
さ
ん
ら
が
出
演
し
ま
し
た
．

ま
た
、
２
月
2
7冂
に
は
藤
村
仏
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
が
開
催
さ

れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
２
曲
を
含
む
９
曲
を
被
露
．
華
麗
に
奏
で
ら
れ
る

ピ
ア
ノ
の
調
に
、
柚
め
掛
け
た
吃
衆
を
魅
ｒ

し
ま
し
た
．

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

休
み
の
な
い

日
め
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー

藤
田
小
五
年
小
倉

翔

毎
日
毎
日

め
く
ら
れ
る

日

め
く
リ
カ
レ
ン

ダ
ー

き
の
う
は

お
か
あ
さ
ん
が
め
く
っ
た

今
日
はわ

た
し
が
め
く
っ
た

明
日
は
だ

れ
が
め
く
る
の
だ
ろ
う

い
ろ
ん

な
人
に

め
く
ら
れ
る

日

め
く
リ
カ
レ
ン
ダ
ー

働
き
者
の
日

め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー

ｉ

重
生
徙
又
粟
く
に
み

第
3
2き

か
ら

編集・発行／国見町総務課
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